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「まあ」の出現しやすい条件
─　教師と学生との会話を中心に　─
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Conditions that “Maa” is likely to Appear 
─　Focusing on conversations between teachers and students　─

Wenyan Feng

Abstract: This study uses the recordings of Japanese native speakers’ natural conversations as 
the research data to investigate the usage of Japanese fi ller “Maa”. Comparing the conversations 
between students and their friends with those between students and teachers, the results 
indicated that 1. teachers use “Maa” more often than students, and when students talk to their 
teachers, they are not consciously avoiding “Maa” 2. in student-friend conversation “Maa” is 
prone to appear when speaking with confi dence, in student-teacher conversation, people use 
“Maa” to make others feel him humble. Analyzing the student-teacher conversation, the result 
shows that “Maa” tends to appear in utterance with meta-consciousness. Specifi cally, it is an 
utterance that tries to show him humbly, or a comment from a meta-perspective, and it often 
appears in the form of supplementary utterance. Also, the meaning of “Maa” cannot be sought, 
it should be considered in the form of specifying an environment in which it appears easily.

Key words: Maa, Natural Conversations, Meta-perspective
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１．はじめに

日本語には数多くのフィラーが存在している。「ま
あ」はそのうちの一つである。山根（2002）は講演，
留守番電話，対話，電話という４種類の談話を分析
し，談話に出現するすべてのフィラーの出現数を集計
した結果，「まあ」の出現数はどの談話においても上
位４つに入ることが明らかになった。「まあ」は日常
生活で最も頻繁に使われるフィラーの一つと言えるだ
ろう。
「まあ」についての代表的な研究として，川上（1993，
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1994），冨樫（2002），川田（2007），小出（2007），大
工原（2010），山田（2013）などが挙げられる。

しかし，多くの研究は作例から「まあ」の意味機能
を導き出しており，長時間にわたる自然会話の用例を
丹念に調査した上で結論を導き出した研究は見られな
い。コーパスやインタビュー等の用例を使った研究も
あるが，ごく少数の用例をもとに分析を進めている点
で，作例と同様の問題を内包している。

本稿は長時間にわたる日本語母語話者の自然会話を
文字起こしし，そこに現れた「まあ」の意味機能を考
えていく。ただし，いきなり意味機能を考えるのでは
なく，「まあ」の出現しやすい環境をいろいろな角度
から捉え，それらに共通する性質を絞り込むことで「ま
あ」の意味機能に近づくという方法を取る。これまで
の先行研究は，「まあ」が特定の意味を持つことを前
提としているが，この前提についても検証の必要があ
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ると考え，このような方法を選んだ。
本稿で使用するデータは学生と友人及び学生と教師

の自然会話である。この２種類の会話において，後述
するように，「まあ」の出現規則が異なるため，本稿
では教師と学生の会話で出現する「まあ」を主な分析
対象とした。

２．先行研究と残された課題

最初期に「まあ」の意味規定を試みた森山（1989）
では，「まあ」の意味は「色々な問題にこだわらない
という発話的意味が基本」と述べている。これを踏ま
え，川上（1993，1994）は「まあ」の基本的意味は「『い
ろいろ問題はあるにしても，ここではひとまず大まか
にひきくくって述べる』という『概言』という姿勢・
態度に関わる」（川上1993：72）と述べている。また，「ま
あ」は出現位置と機能によって，発話の冒頭に位置し，
相手の発話に反応する「応答型用法」と発話中の文頭
及び文中に位置し，自分の主張・見解を展開させる「展
開型用法」の２種類に分けられると川上は指摘してい
る。次の（1）は応答型用法で，（2）は展開型用法の
例である。
（1）A：だって，俺，おまえ，金パーやで。
　　B：まあ，そや，えらい損やわけな。

　（川上1993：70）
（2）リンゴ：どんな内容ですか？

　　　林アナ：エー，まあ，主婦のみなさんのパート
なんですが，労働省の調査によります
とですねえ，共働の世帯とそうでない
世帯を上回ったんですねえ。

　（川上1994：72）
冨樫（2002）は話し手の心内における情報処理の観

点から，「まあ」の考察を行っている。その結果，「ま
あ」の本質的機能は「ある前提から結果へと至る計算
処理過程が曖昧であることを示す，あるいは計算に至
る際の前提そのものが明確ではないことを示す」（冨
樫2002：24）と冨樫は主張する。
（3）A：結局どうなったんですか？　
　　B：まあ，いろいろありまして。

（冨樫2002：16）
（3）の「まあ」は，「いろいろありまして」という結
論に至るまでの計算過程に曖昧さを含むことを表す標
識となる。

大工原（2010）は「まあ」の用法を大きく「但し書
き的用法」と「強調的用法」に分けている。但し書き
的用法の音調は高低となって，話し手の内心のわだか
まりを示すに対して，強調的用法の音調は低高で延伸

を伴い，わだかまりにこだわらないことを示す。１

　（4）今年の巨人は強いよ。まあ，投手陣に若干な不 
安はありますけど。　　　

（大工原2010：139）
（5）宮島のあなごはまぁーおいしかったですよ。

　　　　　（大工原2010：155）
（4）の「まあ」は但し書き的用法で，「今年の巨人は
強いけど，投手陣に不安がある」というわだかまりを
明示的に示している。（5）は強調的用法で，わだかま
りとは違い，「ともかくおいしかった」ということを
強調している。

山田（2013）は話し手の情報処理の視点から，「ま
あ」が発されるまでの心的プロセスを考察した。結果
として，談話標識の「まあ」は大きく話題を更に広げ
ていく「展開タイプ」とまとめに入る・暫定的判断を
示す「概括タイプ」の二つに分けることができる。「ま
あ」の心的プロセスは「話し手が当該の情報を検索し
て，複数の候補が心的バッファにあがり，そのどれか
を選出したときに，『マア』を伴って発話させる」（山
田2013：311）と述べている。
　（6）A1：海猿ってだいたい撮影に入ってどれぐら

いかかってるのこれ。
　　　B1：エーットー，４ヶ月５ヶ月ぐらいですか

ねー。はい。
　　　A1：はあー。かか，じゃあずっと。
　　　B1：そうですねーアノーまあ夏の暑い時から，

最後はあのー12月，あたままで撮影して
いてー。

（山田2013：308）
（6）は，話し手が心内で表現を検索している時，「夏の
暑い時から」，「７月から」などの候補があり，その中
から「夏の暑い時から」を選んだ時，「まあ」が出現する。

以上の先行研究をまとめると，「まあ」の意味は次
の二つと関わっている。２

ⅰ処理過程が曖昧であることを示す。
ⅱ話し手の内心にわだかまりがあることを示す。

既に述べたように，これらの先行研究の残された課
題として，次の二つがあげられる。一つは，作例を主
な分析対象としていること。もう一つは，「まあ」が
特定の意味を持つという前提で分析を行っていること
である。後者が問題となる理由は次節で述べる。

３．研究目的と方法

本稿が自然会話の「まあ」を分析対象とすることは，
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既に述べた通りである。本研究では自然会話から250
例の「まあ」を収集したが，その多くが意味を特定し
にくい，あるいは特定できない「まあ」であった。先
行研究は意味を明確に特定できる「まあ」を対象に分
析を進めているが，自然会話の「まあ」で意味を特定
できるものは，あいづちの「まあ」を除くと，ごく少
数である。

この事実を踏まえて，本稿では「まあ」の出現しや
すい環境をいろいろな角度から取り出し，そこに共通
する性質を絞り込むことで「まあ」の意味機能に近づ
くという方法を取る。

なお，会話データは，後述するように，学生と学生（友
人同士），学生と教師（初対面）の大きく二つのグルー
プから収集しているため，まず，二つのグループをひ
とまとめにして分析できるかを判断する。両者の「ま
あ」に違いがなければ，一つにまとめられるが，無視
できない差異があると判断されれば，別々に分析する
ことになる。その判断は「まあ」の出現傾向の比較で
行うが，現れる数だけでなく，文脈や発話姿勢まで含
めた総合的な視点から行う。

その上で，「まあ」の出現しやすい環境ごとに用例
を検討し，それらの共通性を考え，「まあ」の現れや
すい条件あるいは「まあ」の意味機能を探る。

本節の最初に述べた通り，自然会話に現れる「まあ」
の大部分は意味の特定が困難である。それらの「まあ」
の意味あるいは機能をどう規定すべきかの検討が本研
究の最終目的になるだろう。

４．分析データ

本稿では，９名の学生が親しい友人と初対面の教師
と行った会話を分析対象とする。学生９名の内，男性
は５名，女性は４名，全員20代である。友人９名は同
じく全員20代で，男性５名，女性４名であり，教師９
名は40代から60代前半で，男性４名，女性５名である。
会話参加者は全て日本語母語話者であり，会話内容は
自由とした。１件約15分，合計18件，約270分の自然
会話であり，これを録音し，文字化した。

５．「まあ」の使用数

5.1　「まあ」の使用数
まずはデータ中での「まあ」の使用について，学生，

教師，友人それぞれが使用した「まあ」を集計し，表
１と表２にまとめた。なお，「学生」の場合，会話番
号が同じ会話は，同一人物による会話であることを表
す。

表１　「まあ」の使用数（学生と教師との会話）

学生 教師
会話１ 4 17
会話２ 1 7
会話３ 8 5
会話４ 1 4
会話５ 3 14
会話６ 2 37
会話７ 6 48
会話８ 6 3
会話９ 3 19

表２　「まあ」の使用数（学生と友人との会話）

学生 友人
会話１ 0 2
会話２ 0 2
会話３ 4 6
会話４ 1 3
会話５ 1 0
会話６ 9 5
会話７ 6 6
会話８ 4 3
会話９ 6 4

表１と表２から，同じ学生が友人及び教師との会話
で使用した「まあ」の数を比較すると，以下のような
結果となる。

教師との会話の方が「まあ」が多い：５名（９名中）
友人との会話の方が「まあ」が多い：２名（９名中）
２つの会話の「まあ」の数が同じ：　２名（９名中）

「まあ，わかりました」や「まあ，頑張れ」のように，
「まあ」は時々尊大な印象を与えるが，この結果から，
学生は教師に対して話す際にも，「まあ」を避けてい
ないことが分かる。
5.2　「まあ」の出現傾向

ここでは「まあ」の現れやすい環境を抽出した後，
二つのグループについて各環境での現れ方を調べる。
現れやすい環境を次の観点から探った。

Ⅰ　「まあ」と共起しやすいもの
　　　　文法形式，語彙，音声（笑い声など）
Ⅱ　会話の中で「まあ」の現れやすい場所
　　　　発話姿勢など
Ⅲ　あいづちなど
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筆者らは大学講義を対象に，六つの環境（逆接，順
接，譲歩，思う，体験，あいづち）を選び，それらが「ま
あ」と共起する頻度を調査している（柳澤・馮（2019））。
本稿では，この時の六つの環境を上の観点から修正し，
最終的には下の項目を設定した。３（環境を選定する
条件に客観的に区別できることを加えている。）

　逆接形式，挿入，「思う」，体験，あいづち，笑い 

新たに「笑い」を加えたのは，学生同士の会話におい
て，笑い声の前後に出現する「まあ」が多いためであ
る。笑い声は，話者の気持ちを顕著に示すため，「まあ」
の出現環境を知る手掛かりになると考えた。

各用例の内訳を整理して，下の表３と表４にまとめ
た。

表３　学生と教師との会話で出現した「まあ」の出現数

逆接形式 73 (38.8% )
順接 19 (10.1% )
挿入 52 (27.7% )
思う 13 (7.0% )
体験 35 (18.6% )
あいづち 5 (2.7% )
笑い 34 (18.1% )
出現数合計 188 (174.5.% )

表４　学生と友人との会話で出現した「まあ」の出現数

逆接形式 20 (32.3% )
順接 4 (6.5% )
挿入 8 (13.0% )
思う 4 (6.5% )
体験 10 (16.1% )
あいづち 10 (16.1% )
笑い 23 (37.1% )
出現数合計 62 (151.6% )

各用例は排他的な関係ではないため，合計の割合は
100％を超えている。

この二つの表の各項目を比較すると，以下の結果と
なる。
　①逆接形式：どちらの会話においても30％以上を占

めている。
　②順接：「学生・教師」の方が割合が高い。
　③挿入：「学生・教師」の割合は「学生・友人」の

倍になる。
　④思う：二つの会話の差が小さい。

　⑤体験：二つの会話の差が小さい。
　⑥あいづち：「学生・友人」の割合は「学生・教師」

の約６倍になる。
　⑦笑い：「学生・友人」の割合は「学生・教師」の

倍になる。
　⑧全体の出現数：「学生・教師」の出現数は「学生・

友人」の約３倍になる。
5.3　「学生・友人」と「学生・教師」の「まあ」の比較

各項目の割合を見ると，順接・挿入・あいづち・笑
いの項目には倍近い差があるが，あまり差のない項目
も多いため，表に現れた数値だけでは，両者に差異が
あるか否かは判断できない。両者をひとまとめにでき
るかを判断するには，個々の用例を比較する必要があ
る。結果を先取りすると，発話姿勢において両者の間
に異なる傾向が見られた。
「学生・友人」との会話の「まあ」に典型的なのは，

自信のある発言に「まあ」が多く現れることである。
このような発言は笑いと共起することが多く，笑いと
の共起において両者の割合に違いのあるのは，これが
主な原因である。４

　（7）JS7 でもさ，△△の将来やりたいことって，
ウエディングプランナーでしょ。

　　　JF7　うん。
　　　JS7　ブライダル ?
　　　JF7　ブライダル。
　　　JS7　コンサルタントっていうの ?
　　　JF7　ブライダル，コーディネー [ トとか ]。
　　　JS7 　　　　　　　　　　　　 [ あコー ] ディ

ネーター。
　　　JF7　ブライダルプロデューサーとか，うん。
　　　JS7　あーあ，で，アジアのほうに展開したい

んだっけ。ゆくゆくは。
　　　JF7　まあゆくゆくは世界だけどね。
　　　JS7　(hh)
　　　JF7　まあとりあえずアジアは制覇したい。
　　　JS7　でかいね。でかいね。そっかそっか。
（8）では，成績の悪い友人の進学について話してい

る。
　（8）JS3 成績，えでも一般受験でも学校の，[ 成績

証明 ] とか出る [ でしょう。]
　　　JF3 　　　　　　　　　　　　　　　　 [ あ，

いるいる。]　 [ 出る，出る。]
　　　JS3　いまいちなんじゃないかなあ（hh）。
　　　JF3　あ，そう。
　　　JS3　うん。
　　　JF3　まあなんとかいくもんだよね。あのうほ

ら推薦書ってこういろんな書き方が（hh）
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あるじゃん。
　　　JS3　（hh）プラスの面をね，押して押して。
（7）と（8）の例は学生と友人との会話で，「まあ」

の典型的な例である。（7）では，JF7はウエディング
プランナーの事業をゆくゆくは世界に展開したいとい
う尊大と感じさせる発話をする時に「まあ」を使って
いる。（8）では， 成績の悪い友人について上から目線
で勝手な推測をしている会話で，「まあ」の前後に現
れる二人の笑いは，優越感を背景とした笑いと考えら
れる。
「学生・友人」の「まあ」は，このような自信のあ

る発言に多く現れている。
これに対し，「学生・教師」の会話では，謙遜を感

じさせる発言に「まあ」が多く存在している。（9）と（10）
は「学生・教師」の会話での「まあ」の典型的な現れ
方である。（逆接形式に下線）
　（9）JS6　そういうの中国語学科とかあるんですか。
　　　JT6　やってます，やってます。
　　　JS6　何人でやってるんですか。
　　　JT6　３人ですね。
　　　JS6　３人に対して１人の先生ですか。それは

ネイティブの先生がついて [ るんですか ]
　　　JT6            [ もちろんで ] すね。
　　　JS6　へえーー。
　　　JT6　まあそれは非常にいいと思いますけど

も，まあ，でもそれ１年間だけですから。
　　　JS6　そうですね。
　（10）JT5 でもまあ，あのー，99パーセントだめだ

けど，
　　　 JS5　はい。
　　　 JT5　まあ０じゃないから，
　　　 JS5　はい。
　　　 JT5　とりあえずやってみようと思って，
　　　 JS5　うんうんうんうん。
　　　 JT5　で，自分なりに勉強して，
　　　 JS5　はい。
　　　 JT5　受けたら，
　　　 JS5　はい。
　　　 JT5　受かっちゃったの。
　　　 JS5　えーーー（hh）。
（9）の JT6は，相手から褒められたことを受けての

発言で，相手の賞賛を否定しようとする謙遜の意図が
ある。まず，「まあそれは非常にいいと思いますけど
も」で相手の賞賛をいったん認めるが，「まあ，でも
それ１年間だけですから。」と続けることで，賞賛さ
れた制度が限定的なものというマイナス面を主張して
いる。この謙遜の発言の中に「まあ」が二回現れている。

（10）において，JT5が昔大学院の入試を受けた時，
一か月しか勉強しなかったのに，大学院に合格した
ことについて話をしている。ここでの「まあ」は（9）
と同じく謙遜の意図があり，できるだけ話を自慢話に
聞こえないように発話している。

以上に示した例のように，「学生・友人」と「学生・
教師」の「まあ」は，自信と謙遜という形で発話姿勢
に明らかな傾向の違いがあり，一つにまとめて処理す
ることは避けるべきと判断した。

本稿においては，教師と学生の会話に現れた「まあ」
を分析対象とする。（必要に応じて，「学生・友人」の

「まあ」も参照したい。）
次節以降は，用例数の多い逆接形式，挿入，「思う」，

体験（自分語り），そして表には入れていないが，用
例数の多かった「言い換え」の用例を検討したい。「言
い換え」は逆接や挿入などのように，特定の語彙の有
無で判断できないため，調査項目に加えなかったが，

「言い換え」と共起する「まあ」が多く見られたため，
その典型例を検討したい。
5.4　逆接形式と共起する「まあ」
「学生・教師」の会話では，出現した「まあ」の

38.8％が逆接形式と共起しており，逆接形式は「まあ」
の意味機能を考える上で，重要な形式であると考えら
れるが，「まあ」に関する先行研究で逆接との関係に
注目したものは管見の限り少ない。本稿の逆接形式は，
逆接の接続詞・接続助詞・接続形などをまとめた項目
である。逆接形式は二つの内容を併置する形式である
が，その関係には，二つの内容が対立する典型的な逆
接から，譲歩，補足，前置き（「昨日，東京に行った
んだけど，天気が悪くてさあ。」等）までいろいろな
段階がある。
（11）は，二つの内容を対比させる逆接である。（11）

は，２人は中国語の学習について話している。
　（11）JT6 まあ中国人と同じようにしゃべれるって

いうふうになるまでそんな簡単にはなり
ませんけれども。 

　　　 JS6　うん，うんー。
　　　 JT6　でもまあ基礎的なことを身につけてれば

それはいかせるとおもいますよ。
　　　 JS6　なるほど。

（11）には二つの「まあ」が見られる。はじめの「まあ」
は，譲歩を示す「けれども」と共起して，二つ目の「ま
あ」の直前にある「でも」は逆接を表すと考えられる。
　（12）JS8 中国と韓国だけなんですか。
　　　 JT8　はい。
　　　 JS8　なんかあの英語圏，まあアメリカとかそ

うなんですけど，あのへんはやっぱり，
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なんかまた違うんですか。
　　　 JT8　いやあ，よくわからないんですけど。
（13）では，２人は知り合いの中国人留学生につい

て話している。
　（13）JT5 で，そのあとで，あのう，まあこれも，

政府が関わってるんだけど，入国管理局
が，しめつけが厳しくなって。外国人の
学生，特に中国人の学生をあんまりいれ
ないようにっ，ということで，そのしめ
つけが厳しくなった時期があって，

　　　 JS5　はい。
（12）の「けど」は情報の補足で，（13）の「けど」

は主張の前置きと考えられる。「まあ」と共起する逆
接形式に，逆接や譲歩は少なく，多くは（12）（13）
のような補足や前置きである。前述の通り，逆接形式
は逆接・譲歩・補足・前置きなどいろいろな内容を示
すが，「まあ」と共起する逆接形式は，従属節の比重
の軽い補足・前置きに集中していることになる。５「ま
あ」が導く命題内容の比重が軽いことは，他の「まあ」
にも認められる傾向である。
5.5　挿入と共起する「まあ」

挿入は「まあ」の27.7％を占め，逆接とともに「まあ」
が出現しやすい環境である。
（14）は，中国関係の会社についての発言である。

　（14）JS9 その中国からの留学生を斡旋したり，
こっちからも，こっちからはわからない
んですけど，留学生の斡旋とか，あとは
その雑誌とかの翻訳をして，むこうでも
その日本の雑誌を読めるっていうふうに
したりとか。いろいろ，まあ中国限定な
んですけど，いろいろそういう翻訳の仕
事とか斡旋とかいろいろやってる会社な
んですけど。

　（15）JT8 謙譲語って日本人，実際あんまり使わな
いから。

　　　 JS8　はいはい。
　　　 JT8　いたすとか。
　　　 JS8　はい。
　　　 JT8　どの程度まで教えたらいいかとかそうい

うことを考えてる。
　　　 JS8　ああ，そうなんですか。へえ。
　　　 JS8　やっぱりあのもう，日本語はもう，まあ

失礼ですけど完璧なんですかね。その中
国学生は。

　　　 JT8　そうですね。
　　　 JS8　もう日本人とかわらんぐらい流暢。

上の２例の挿入節はいずれも，情報を補うことより，

「配慮を伝える」ことに主眼を置いている。「学生・教
師」の会話の中で挿入節中に現れた「まあ」は，いず
れも配慮を伝える内容であった。

なお，挿入に分類した用例には，例示も７例含まれ
ている。例示の例はいずれも純粋な情報の補足であり，
配慮を感じさせる用例は見当たらなかった。
　（16）JT1 議事録は会議で話し合われたものをまと

めたものですよねえ。
　　　 JS1　はい。
　　　 JT1　それは後々の記録としてとっておくも

のですけど，稟議書っていうのは例えば
こういうふうなことを，決定したいと思
います。でそのーに対してはこういうま
あー例えば状況があるのでこのように，
まあしたいと思いますが，

　　　 JS1　はい。
　　　 JT1　皆様いかがでしょうかと。
　　　 JS1　あー。
5.6　言い換えの「まあ」

実際の用例を見ると，明らかに言い換えになる例が
８例あるので，言い換えについて取り上げてみたい。
ただし，他の形式と違い，それが言い換えなのか，言
い換えでないか，客観的に区別できない例が多かった
ことから，言い換えは調査項目に含めなった。明らか
な言い換えの中に現れた「まあ」の例を引用してみる。
　（17）JT1 日本語学科の先生だったら特においでに

なるんじゃないかしらねえ。
　　　 JS1　はい。
　　　 JT1　だってあれトピック見てたら全部日本語

だもんね。
　　　 JS1　はーい（hh）。
　　　 JT1　ね。だから，あのまあ，日本語と日本語

教育。でも，今度日本語のほうが多いで
すね。トピック見てたら。

　（18） JT1 メーリングリストで一斉に送る，だから
ひとりが書いてお返事出して全員に全員
がこう出し [ 合うっていうような，] メー
リング

　　　 JS1 　　　　　　　[ あーーーーーー。]
　　　 JT1　リストっていうやり方もあるし。[ 今流

行りの ] ブログってのもある [ よねえ。]
　　　 JS1 　　　　　　　　　　　　 [ うんー。]
　　　 JT1　ブロ，まあ若い人の発音ならブログって

いうのか。
　　　 JS1 　　　　　　 [ うん。]
（17）では，JT1はまず「トピック見てたら全部日

本語だもんね」と言い，そのあとその発言は正確では
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ないことに気付き，次の発話で「あのまあ，日本語と
日本語教育」に言い換えている。
（18）も同じく，JT1が「ブログ」と言う際，発音（「ブ

ログ」のアクセント）が若者の発音と違うことに気付
き，「まあ若い人の発音ならブログっていうのか」と
アクセントを言い直しているが，この発音の違いは発
話者の中心的主張と繋がっていない。
「まあ」と共起する言い換えの用例を検討すると，

（17）（18）のように自分の発言が完全に正しくないと
発話者が自覚する時，「まあ」が出現しやすいことが
分かる。
5.7　「体験」・「思う」の「まあ」

本節では，同じく出現数の多い「体験」と「思う」
の「まあ」について見てみたい。これは自分の体験あ
るいは自分の考え（思う）について語るもので，本
稿では，このような「まあ」を「自分語りの『まあ』」
と呼ぶ。「学生・友人」の自分語りでも「まあ」は現
れやすいが，それらは尊大な印象を与えることが多い。
これに対して，「学生・教師」ではほとんどが謙遜を
感じさせる。
　（19）JT7 あのう，（hh）正直な，あまりあの関係

ないかもしれないですけど，僕のその家
族の，

　　　 JS7　ええええー。
　　　 JT7　一部の者が，
　　　 JS7　はい。
　　　 JT7　あのー中国系なんですよ。
　　　 JS7　あーそうなんで [ すか。]
　　　 JT7  　　　　　　　 [ ええ。] あのう今は，マ

レーシアとシンガポールに，
　　　 JS7　はいはいはいはいはいはい。
　　　 JT7　の，中国系として，
　　　 JS7　はいはいはいはい。
　　　 JT7　いるんですけど。まあ単なる，遠い。遠

い親戚というだけですけど。
　　　 JS7　（hh）あ，はい。
　（20）JT7 （hh）外国語勉強するには（hh），まあー

友達っていうか，お友達を作るのが一番。
　　　 JS7　（hh）それがいいからみたいなかんじで。

そこまで世話してくれるんだ。
　　　 JT7　たしかに。
　　　 JS7　何も頼んでないのに，そんなことまでし

てくれるんだって。
　　　 JT7　そうですよね。
　　　 JS7　まあ△△一部だと思うんですけど。その

一部にも触れられただけでも，私にとっ
ては，幸福なことなのかなって思いまし

たね。
　　　 JT7　うーんー。
（19）は「体験」の例で，JT7は自分の海外の親戚

の話をしている。自慢話に聞こえないように，「単なる，
遠い。遠い親戚」という情報を提示するとき，「まあ」
を使っている。
（20）は「思う」と共起する例である。JS7は中国で

会った親切な中国人の話をしている。自分が言ってい
るのは中国人全体ではなく，その中の一部であること
を相手に誤解しないように配慮しながら，「まあ」を
発している。

６．考察と結論

「まあ」と共起しやすい環境における例文を検討し
てきた。検討した環境は，自分語り（「思う」と共起
する発言，および自分の体験を再現する発話）を除く
と，譲歩・前置き・挿入・言い換えなどである。これ
らの構文にはいずれも，主節を補足する形式という共
通した特徴があるので，「まあ」は中心的でないと位
置づけられた見解，すなわち補足的な発言と共起しや
すいことになる。ただし，本稿では補足的な発言とい
う表面的なレベルではなく，補足的発言の背景にある
メタ的な視点に注目したい。補足的な発言は，自分の
発言をメタ的な視点で見ることを前提に生まれるもの
であるが，「まあ」が導く節は，単にメタ的な視点で
見るだけでなく，前後の発言の印象を操作しようとす
る意図を感じさせるものが多いからである。
「まあ」によって導かれる補足内容に注目すると，

多くの用例に一定の方向性を見出すことができる。そ
れは，相手に対する配慮であり，具体的には自慢・尊
大といった印象を軽減する意図である。例えば，「まあ，
でもそれ一年だけですから。」（9）は，相手の賞賛を
否定する節であり，「まあ失礼ですけど完璧なんです
かね」（15）は，批判的発言に先立って発言のマイナ
ス印象を緩和しようとする発言である。次の二つの例
文は自分語りの中にあり，さらに逆接形式と共起して
いる「まあ」で，いずれも謙遜の意図を読み取れる。「ま
あ，単なる，遠い，遠い親戚というだけですけど。」（19）
は，自分に外国人の親戚がいる事実が自慢に聞こえて
しまわないよう配慮した発言であり，「まあ中国限定
なんですけど」（20）は自分の体験を小さく見せて謙
遜しようとする発言である。あるいは，謙遜とは微妙
に異なる次のような配慮もある。「ブロ，まあ若い人
の発音ならブログっていうのか」（18）は，「ブログ」
に対する自分の特殊なアクセントが，違和感を与える
ことに配慮した発言と考えられる。いずれも，自分の
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発言をメタ的なレベルから見るだけでなく，発言の印
象を変えようとする異なるレベルの意識を持っている

（メタ的なレベルから意味を付加する）。
ただし，「まあ」には謙遜とは無縁の次のような例

文もある。「でもまあ，基本的なことを身につけてい
ればそれは活かせるとおもいますよ。」（11）これは，
それまでの会話の流れを振り返り，全体を総括する（あ
るいはフォローする）意図を持った発言である。相手
への配慮はあるが，謙遜とは異質の配慮である。次の
例文も同様である。
　（21）JT1 でもまとめる役は大変だから，怒られて

も困っちゃうよね（hh）。 
　　　 JS1　そうなんですよ。[ でも ] もう，謝るし

か [ なくって ]（hh）。  
　　　 JT1  　 [ うん。] 
　　　 JT1　[ うん。]まそれが，まあ上でまとめる

人のつらさだよね（hh）。  
（21）は JS1が研究会の実行委員を担当することに

ついて話している。（実行委員会の）まとめる役は大
変であることをいろいろ話して，最後 JT1は「まそれ
が，まあ上でまとめる人のつらさだよね」と述べ，こ
れはメタ的な視点から新たな見解を加える発言という
ことになる。謙遜ではないが，会話の流れを振り返り，
メタ的視点から補足や部分修正を加える意図を読み取
ることができる。なお，ここにあげた（11）（21）の「ま
あ」が補足的な節でなく，主節に現れていることに注
意したい。謙遜の意図と共起する「まあ」が，補足的
な節に限定される傾向を予想させるからである。

ここまでの考察をまとめる。「まあ」は補足的な発
言に現れることが多く，その多くは発言に謙遜の意味
を付加する発言である。一方，主節に現れる場合，謙
遜の意味を付加しないことがあるが，いずれの場合に
も，メタ的な意識を持った発言と共起している。次を
本稿の結論としたい。
「まあ」は，メタ的な意識を持った発言に現れやすい。

その内容は，自分の発言を謙遜に見せようとする補足
的なもの，あるいはメタ的な視点からのコメントであ
り，形式的には補足的発言に多く現れる。
「まあ」においてメタ的な視点が重要と判断した背

景として，「まあ」にメタ言語の用法があることを指
摘したい。
（22）まあ，冗談だけど。
これは単独で出てきても，それまでの発言が冗談で

あったことを教えるメタ言語的発言であると分かる。
他のフィラーでこの用法を代用することは困難であ
り，「まあ」がメタ的な視点に現れやすいことを示す
有力な根拠になると考えられる。

本稿の最初に次のことを述べた。先行研究は「まあ」
が明確な意味を持つことを前提に進められてきたが，
自然会話に現れる「まあ」の大半は意味の特定が困難
である。実際，本稿に引用した例文内の「まあ」につ
いても意味を明確に特定できるものはほとんどなかっ
た。

上に示した「まあ」についての結論は，次の認識を
前提としている。「まあ」の個々の用例に明確な意味
を定めることはできず，「まあ」の意味は現れやすい
環境を限定していく形で特定されるべきである。ただ
し，これは「まあ」に特定の機能がないことを主張す
るものではない。「まあ」は他のフィラーで代用でき
ない特定の機能を持つが，それが明確な意味と結びつ
くものではない。

７．今後の課題

本研究の最終課題は「まあ」の意味機能を明らかに
することである。今回は，「まあ」の現れやすい条件
を明らかにしたものの，「まあ」の機能を特定するに
はいたっていない。より広範の「まあ」を調査するこ
とで，最終課題である「まあ」の機能の特定を目指し
たい。

今回は「学生・教師」の会話だけを分析したが，次
回は「学生・友人」の会話を分析する予定である。

また，「まあ」と曖昧性・わだかまりとの関係，尊
大との関係は今後の課題とするが，本稿での結論であ
る発言をメタ的な視点から客観的に見ていることと連
続的であると考えている。

なお，「まあ」の発音は長さから，「まあ」と「ま」
に分けられ，アクセント型からは下降調と上昇調に
分けられる。このような異なる発音によって，「まあ」
の意味が変化するかどうかは，これから考察していき
たい。

【注】

１）大工原（2010）の表記を踏襲し，高低の音調で発
音されるものは「まあ」で表記し，低高の音調で延
伸を伴って発音されるものは「まぁー」で表記する。

２）山田が提唱する「複数の候補」は冨樫が主張する
曖昧性の出現過程を解釈するもので，冨樫とは同じ
立場であると考えられる。しかし，山田の「複数の
候補」は言語編集レベルのもので，大工原が主張す
る「わだかまり」（他の事実が存在する）とは異な
るものである。

３）各用法の認定基準は以下の通りである。
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逆接形式：「まあ」の前または「まあ」の後に逆接
の接続詞・接続助詞が出現する例。（本稿では，
逆接の接続詞・接続助詞を逆接語としてまと
めた。また，一続きと認められれば，逆接語
と「まあ」の間が離れている例も含めた。）

順接：「まあ」の前または「まあ」の後に順接の接続詞・
接続助詞が出現する例。

挿入：挿入の認定基準は，丸山他（2004）を踏襲し，
以下の３つとした。（丸山他は挿入節の末尾
の形式を限定しているが，より多様な形態を
検討するため，本稿において挿入節の末尾の
形式を限定しない）
① その前後に係り受け関係を持つ要素があ

ること。
② その終端で発話を区切ると，その前後の

要素間の文法的・意味的な整合性が保て
ないこと。

③ 元の発話に対する「前置き」や「断り書き」
になっており，その部分を除いても影響
がないこと。

思う：「まあ」の後に「思う」が出現する例。（一続
きと認められれば，「まあ」と「思う」との
間が離れている例も含めた。）

体験：自分の体験を再現する中に出現する「まあ」。
 体験に対する感想や意見，他者の体験の再現

等は除外する。
あいづち：あいづちと認められる「まあ」。
笑い：「まあ」の前後に笑いがある例。

４）本稿の記号は『会話分析入門』（串田秀也他　 
2017) に基づき，若干な変更を加えたものである。
記号の意味は以下の通りである。
△△ ：個人情報などと関わる内容。
[　　：この記号をつけた複数行の発話が重なり始

めた位置。
]　　：この記号をつけた複数行の発話の重なりが

解消された位置。
。　 ：尻下がりの抑揚。
?　　：尻上がりの抑揚。
( 数字 ) ：沈黙の秒数。
(hh)　 ：笑い。

５）逆接は主節と従属節の対立が強い。それに対し，
補足と前置きは主節との対立が弱い。
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